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本来ならば、もう一人の講演者を特別展示「多みんぞくニホン」の立案者でもあ
る国立民族学博物館の元教授庄司博史先生にお願いする予定だった。なおご自身
の都合により、本シンポジウムに参加したかったものの、参加を見送らざるを得
なかった。大変恐縮だが、代わりに、特別展示にも関わり、本シンポジウムを企
画する筆者が末席に名を連ねることになったのである。
なお採録するにあたって、シンポジウムの発表順を変えて編集したことをお断
りしておきたい。南論文は「多みんぞくニホン」そのものを取り上げていること
から、わかりやすさを考慮して特集のイントロとして冒頭に持ってきた。実際シ
ンポジウムを聞いた多文化社会学部の学生から、そのような感想が寄せられた。
しかし今回のシンポジウムだけで「多みんぞくニホン」を理解できるとは到底
思っていない。今後さらなる企画を積み重ねていく必要がある。それは日本で唯
一「多文化社会」の名を冠する学部、そして新しい「学」の体系として「多文化
社会学」の構築を目指す学部の責務でもあると思う。本特集がその一つのきっか
けになれば幸いである。
（南 誠）
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